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ー
7
度

一な
た
ね

カ
0
1
川
仔
で
直
｝
、
が
川
力
し
て
い
ま

ts
が
、
管
日
を
よ
b
g
ば
’
相
当
の

取
か
く
が
あ
り
’
す
。

ト
、
き
時
に
ト
旬
り
ら
一
川
ω
何
、

m
川
の
花
L
し
戸
相
．
ト
を
n
ん
で
ト
〉
、

い
。
門
子
ゐ
　
い
人
川
、
ー
林
、

の
川
．
寸
パ
残
、
て
い
メ
丁
か
ら
闇
今
せ

て
下
さ
レ
。

　
長
谷
さ
ん
か
ら
礼
＃

－
－
一
し
り
の
7
1
叱
に
、
／
、
町
か
ら

川
m
口
－
午
」
．
ご
h
れ
．
仁
せ
行
方
つ
さ
九

（
パ
反
川
）
の
し
£
O
ん
～
あ
る
～
拓

　
　
　
　
　
　
　
　
～
”
’

昔
き
力
が

ら
v

れ
て
い
ト
す
。
労

　
　
n

1
：

＝
生
活
手
帳
‖

1
　
　
柿
の
シ
ブ
抜
き
法

1

㍗則り’ソメヤシのドで・右端は引H
刈三さん、1なおいて肯島ざん

’
問
】
今
よ
で
お
湯
を
使
つ
て
柿
の
渋

叫
を
除
い
て
お
り
ま
し
た
が
，
柿
が
門

え
た
よ
う
に
な
つ
た
り
、
渋
味
が
残
つ

た
り
し
て
、
卜
手
に
川
γ
・
、
」
ゼ
ん
。
ど

う
し
た
ら
ー
・
に
柿
の
渋
が
抜
け
う
て

し
よ
う
か
。

（
答
】
渋
柿
の
渋
を
政
い
J
刊
味
を

ち
’
．
乙
＋
⑩
〃
さ
わ
し
抽
と
云
い
す
す
。

い
う
ん
ち
力
昧
が
あ
り
　
戊
が
、
反
庭

て
出
氷
．
△
何
心
わ
1
法
、
ア
ル
コ
ー
ル

法
〉
に
つ
い
て
あ
知
ら
せ
い
た
1
注
し

よ
う
吊
　
四
斗
伸
の
恒
的
を
払
い
て
、
底
に

二
柳
位
越
を
敷
い
亡
、
柿
を
向
い
合
せ

に
、
日
わ
－
す
。

E
　
そ
の
ー
か
ら
、
醗
酊
，
）
i
　
’
八
川
μ

ハ
一

合
）
～
二
：
ハ
川
肌
（
二
合
）
叉
川

圏
開

目
lit　・

の
し．

tl、

す
　o

柿
の
晶
稲
に

　　　四
　　　号

ノく箔

合楢

振
川

力

け

舗
彗
i“

｝」

ち
片
の

J
l
］t‘1

1
」
－t
t
l
　
i

八
］JY

A

　
瀬
戸
川
部
浩
の
営
農
改
轡
グ
ル
ー
プ

（落
司
満
州
男
、
落
吋
品
・
氏
等
六
人
）

て
け
’
グ
几
ー
プ
活
動
の
　
つ
と
ー
て

、
、
～
w
w
’
w
w
m
a
N
～
O
…

　，1

　る
゜ 　Jl

　斜
　で
積
　穐
　的
　｝一

　町
　ぴ
lP

　」

　て
い

　勇
ろエ｛‘1

　・fl
　　ん
　　か
　　ら
　　　、

　　旧

歌］・

ゲの
　　み
．tL　S＾

　　さ
Lr ん
、　〆＼

（
写
白
リ
サ
イ
ロ
の
廿
、
耐
n
・
▽

と
暑
く
あ
り
ま
せ
ん
e
　
（
中
略
）
　
　
ろ
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
厚
薬
け
か
ん
が
い
設
舶
　
ア
メ
リ
，
。
の
農
村
牛
活
り
s
9
へ
て
の

の
立
派
な
こ
と

に
溺
き
じ
ト
δ
。
　
　
　
点
で
顧
才
れ
、
ゆ
と
り
の
あ
0
々
活
を

二
～
一
〇
町
歩
の
刊
地
ト
か
ん
に
p
る
つ
V
け
て
い
ろ
こ
と
は
う
ら
や
ま
し
い

に
も
一
門
間
で
ド
分
、
そ
れ
出
目
由
に
限
り
で
つ
。
川
按
の
W
き
い
こ
と
、
豊

調
几
巳

き
、
泥
米
U
班
旧
日
二
時
間
ρ
富
な
物
旨
、
よ
い
止
川
築
件
も
あ
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
λ
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
一
　
　
●
、
　
、

鷹
し
一
L
レ
。
弊
、
思
つ
旦
円
ビ
と
究
刮
レ
鵬
た
．
ど

し
ハ
ー
り
止
忙
ん
が
’
何
の
、
川
翫
も
あ

り
女
止
ん
。
接
爪
け
ほ
と
ん
と
芽
接
C

年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
宿
凸
は
1
0

0
％

で
す
。
私
た
ち
の
労
仇
1
7
金
は
一

時
間
し
h
セ
・
卜
（
一
七
〇
円
）
で
一

h
八
問
間
労
働
c
δ
。
ぱ
劉
1
1
一
H
に

lト
リ
　
（
1
1
1
六
∩
目
）
物
価
砥
竹
業
ズ

ー
ン
一
一
〇
〇
川
、
た
ば
こ
一
個
六
〇

ワ
一
・
を
允
分
方
え
、
夜
風
か
入
ら
な
い

よ
う
に
し
、
飼
村
は
栄
艇
の
あ
る
も
の

を
腹
八
外
に
、
伶
い
水
げ
声
・
、
る
ガ
の

や
ら

ぽ

い
よ
う
に
し
て
ド
山
、
い
。

　
　
　
　
　
　
（
氾
学
1
1
、
．
⑰
組
合
）

◎
家
畜
保
険
に
川
入
し
ま
し
よ
う

ー
∨
バ
6
カ
や
け
り
勒
労
丹
欲
ゼ
も
ヌ

て
い
る
こ
ど
け
見
の
が
庁
七
せ
ん
o

　
起
低
の
牛
川

費
G
娘
人
の
生
川
を
あ

げ
て
ゆ
v
こ
と
に
品
に
研
究
努
力
し
、

旧
場
価
格
を
常
に
川

硯
し
、
相
揚
か
悪

い
と
辛
の
仕
9
は
直
ち
に
中
止
、
す
ぐ

別
に
切
り
か
え
る
思
い
切
り
の
よ
さ
が

ア
メ
リ
η
人
気
質
と
も
い
売
ま
し
よ
う

I日
の
H
程
は
五
時
起
床
’
六
旧
旧
瑚
ぱ

一

L
時
か
ら
午
後
三
時
三
〇
分
ま
で
作
業

そ
の
間
ね

昼
食
に
1
I
”
0
分
休
む
だ
け
で

す
。
キ
ヤ
ン
プ
の
中
げ
冷
房
装
置
が
完

備
し
汀
も
盟
富
、
食
卓
も
：
炊
で
思
い

の
ま
、
で
t
v
が
、
m
い
小
り
禁
物
で
ブ

東
兄
か
ら

室
路
わ
す
か
1
1
一
蒔
間
の
ア

メ
リ
カ
強
い
心
を
も
つ
そ
一
人
こ
C
多

く
鴻
米
さ
引
る
よ
う
希
盟
し
与
コ
。
”

牛

の

流

感
ひ

ろ
が

ー
症
　
状

　
い
注
、
牛
の
フ
、
川
行
性
感
目
L
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
ま
丁
。

　
こ
の
肋
源
体
は
い
さ
の
己
ご
ろ
は
つ

汽
り
せ
す
、
“
ろ
化
性
川
山
昭
に
よ
る

も
の
と
拷
え
ら
れ
こ
い
※
す
。

る

と
　
予
　
防
1
1

　
こ
の
紺
気
け
突
然
石
柘
し
、
ぱ
欲
び

ノ
V
’
た
る
そ
う
に
見
ス
、
斗
ば
目
を

と
じ
、
首
を
た
3
1
、
は
じ
め
一
咋
品
か

上
り
、
將
感
が
し
ト
㌍
が
、
、
、
r
一
日

か
、
五
、
人
H
古
る
ー
ド
n
云
す
。

一

L
L
く
∴
、
次
の
　
　
添
　
ご
　
レ

ね
い
方
孔
判

が
参
り
『
し
・
に
の
て
お
川

e
S
i
j
’
し
I
S
o
す
。

◇

つ
か
91

ね
て
　
す
や
く
休
む

　
　
　
川
日
て
は

　

幾
年
せ
q
く
や
　
老
の
す
が
・
パ
か

∧
民
痴
月
ユ
教
元
さ
と
し
ご
九
ー
年

　
　
く
7
ぞ
致
ん
ぜ
　
老
の
心
・
．
，

1
0
乞
少
の
、
U
い
2
あ
り
ぞ
す
が
、

大
体
一
」
川
内
外
L
渋
い
抜
け
～
す
。

　
v
　
　
　
　
～
　
　
°
　
　
～
　
　
ご
　
．

紅
茶
二
等
に
入
賞

サ
イ
ロ
の
建
設
を
と
り
ー
日
、
貝
川
作

楽

e
、
サ
イ
ロ
六
苓
を
新
増
設
し
ま
し

た
。
枠
い
農
協
貸
旦
の
も
の
で
直
待
九

　
　
　
　
　
　
　
　
t
も

　
桐
ぺ
が
値
む
と
、
目
ガ
允
血
し
て
幾

分
は
れ
、
眠
を
流
し
、
け
じ
め
便
秘
し

ま

ず
が
後
に

け
ド
河
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
丁
。
よ
た
セ
キ
が
川
る
こ
と
も
あ

S
　
s
l
n
す
。
本
町
で
の
例
τ
け
、
恨
肋
騨

パ
が
あ
り
、
肺
簡
や
飛
簡
が
日
れ
、
熱

痛
が
あ
り
、
歩
く
と
き
け
ピ
ツ
コ
を
ひ

さ
、
魁
性
の
も
の
け
後
隅
マ
ヒ
が
残
り

L
期
に

わ
た
り
ま
す
。

　
こ

の
よ

う
な
症
状
に
気
伺
い
た
と
き

は
ば
る
た
け
早
ぐ
家
畜
診
櫃
川
仁
超
報

し
て
ト
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
コ
▽
、
予
励
と
し
て
り
、
使
μ
し
た
一

傍

必
ず
ワ
ラ
ズ
ー
1
を
励
行
し
、
伎
力
敷

　
r
の
け
1
而
か
い
た
、
ロ
ド
川
茶
人

：
：
出

G
F
W
t
t
，
　
f
t
町
ー
の
相
茶
け

枕
嫡
に
次
い
て
一
一
押
、
に
人
狩
、
K
町
が

細

茶
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
笑
訓
し
ま

し
た
、
　
ハ
た
、
玉
緑
茶
の
部
て
城
之
ド

道
夫
、
力
の
外
け
↓
二
等
に
入
鍵
し
昔
し

た
e

寸ヒ済

含額

1牛

kiJ
l

牛

馬

2JJ円　2わ5千　31ノ円　　3万5千　　o万　4／J　5千15ノ」

　650円　　812円1　975111｜，165円　1，355［iJ　1・545円　1・735円

札｜2【〕円11，5｛」0円1．880Hl　2，260円12，640｜il　3，02｛〕円1　3・400円

治療点赦
　1UO点　　　120　　　　　140　　　　　T　60　　　　　｜SO　　l　　2｛」0　　　　220

　｜20点　　　144　　　　　16（3　　　　　1（）2　　　　216　　　　240　　1　　264

赤い羽根の

金募同共
10馴日～31日

みんな

しあわせに

大根占町共同募金分会

l
基

本

選

拳

人

名
簿

〃従
　∫克
1’ 叩
り「川

I
I
I
j

！
書

｝
1
7

6
局

S
lI
l
口

か
ら
　
　f

1
1
日

問

◇
あ
な
た
の
　
票
を

’

撒
ノ
か
い
i
（
　
V
、
L
m
か
！
1
－
た
／
に

　
　
　

　
”
ノ
‥
し
か
○
て
穴
す
し
二
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町

選
挙
管
理
委
員
会
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今
回
　
昭
相
一
・
二
勾
度
下
半
期
の
財
政
事
情
を
英
表
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
し
ム
が
’
そ
の
全
父
を
祇
面
の
都
合
で
掲
叔
で
き
な

　
　
い
の
て
、
お
も
κ
点
を
ぬ
い
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
o

圏
三
三
年
度
当
初
予
算
の

あ
ら
ま
し

　
本
自
度
当
初
レ
η
4
都
い
π
一
、
七

六
〇
千
円
r
、
　
何
d
彫
当
初
モ
ロ
に
比

較
し
て
1
．
一
∩
二
F
川
力
川
加
と
な

つ
て
い

n
t
C

（別
表
参
照
）

．

歳

出

　
議
会
費

（
一
五
三
〇
千
円
）
二
・
九

Af－・f－一コ！5r1VY’”．’！’vfVrM．’：YN‘”
～ぺロロー百トゴ■悔1旨声一～一㎡■円～一一一～一，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司一吟

で
あ
り
経
常
費
は
実
質
的
に
け
疏
つ
て

い
汁

せ
ん
、
ま
た
、
本
年
度
て
は
、
消

防
爪
槽
三
個
、
八
路
一
線
を
k
備
す
る

こ
と

に
し
て
お
0
ま
す
。

　
⊥
工
木
費
（
七
、
二
六
五
千
円
）
一
四

　
’
o
四
％
　
士
木
改
は
昨
年
に
比
し

三
、
五
一
八
千
円
の
増
額
に
な
つ
て
お

り
、
こ
れ
U
災
害
ナ
入
費
の
増
加
に
よ

る
も
の
で
こ
の
経
鋼
は
さ
ら
に
今
後
川

驚鰭
諮
雪
”
端
竃

　
町
道
の
轄
備
で
あ
り
、
こ
れ
は
失
業
対

　
恨
＝
）
r
の
施
k
；
と
、
新
相
に
購
人
す
る

ts物
日
動
中
の
店
用
て
称
力
そ
の
草
備

　
に
努
力
す
る
考
元
で
あ
の
ま
す
。

　
　
教
育
賀
（
八
o
四
六
千
円
）
　
1
五
・

　
　
五
四
％

教
育
費
は
八
二
九
斗
円
の

　
減
額
に
な
つ
て
お
り
ま
す
が
’
こ
の
お

rg
f
－
増
m
藷
さ
れ
て
い
・
仁
．

、墓
、
圭
豊
．
誓
讐
な
こ
と
は
そ
の
他
町
哀
の
約
＋
製
浩
林
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
O
十
円
（
苗
木
は
H
家
生
百
）
町
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
挑
管
蝉
費
二
九
九
1
円
町
営
付
宅
等
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
費
五
パ
九
千
円
雪
が
F
な
留
費
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
い
ま
す
。

　

了
し
た
た
め
で
あ
り
よ
す
。
反
而
小
学

　
校
費
は
一
、
四
o
o
r
円
の
剤
川
、
佼

　

全
鯉
謬
費
一
＝
l
t
　
0
七
u
　
：
を
含
む
）

　
中
学
校
費
は
一
六
八
六
r
1
川
の
滅
』
一
な

　

っ
て
い
ま
す
が
こ
れ
は
昨
年
訓
上
さ
れ

　

て
い
た
講
菅
建
け
費
二
一
宥
八
千
円
が

　

な
い
キ
め
で
丁
阪
的
な

屑
加
と

な
り
そ
一

　

の
他
の
問

育
門
係
経
費
も
漸
増
し
て
お

　
り
ゑ
ロ
　
パ
　
と
し
て
は
ぬ
ザ
　
に
ル

六
％

昨
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
一

七
五
千
円
の
増
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
役
場
費
（
］
　
I
l
’
五
九
三
千
円
）
二

　
四
’
三
三
％
　
昨
年
度
仁
算
に
比
し

一
七
五
二
千
円
の
増
で
’
こ
れ
は
昨
年

度
の
給
与
改
汀
に
よ
る
増
加
、
事
務
の

機
械
化
に
よ
る
物
件
費
の
増
加
が
お
も

な
原
因
に
な

つ
で
い
圭
す
。

　
消
防
費
（
＝
へ
五
三
千
円
）
三
・
一

　
九
％

　
僧
防
費
は
1
1
0
1
1
l
千
円
の

減
額
で
’
こ
れ
は
昨
年
度
ポ
ン
プ
自
動

卓
の
購
人
費
が
見
込
キ
れ
て
い
た
た
め

め
さ
き

に
介

足
し
た
町
引
命
紐
祉
協
威

会
を
育
成
し
什
み
良
い
町
造
り
の
同
上

に
努
め
た
い
と
考
え
r
・
お
り
ま
3
．

　
保
健
衛
生
費
（
八
o
o
干
円
）
　
l
‘

　
五
四
％

本
年
は
v
v
に
環
塊
衛
生

の
浄
化
に

爾
点
を
置
く
こ
と
に
し
、
従
一

来
特
別
許
婦
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

地
域
を
中
と
し
て
ご
み
の
回
収
処
珊
を

行
う
計
画
牟
口
て
て
お
り
ξ
す
。

　
産
業
経
済
費

（
五
1
五
九
千
円
）
九

　
・
九
七
％
饅
・
行
政
に
つ
い
て
は

更
に
防
災
営
農
を
推
進
し
4
燐
の
安
定

農
家
収
入
搬
の
倍
養
を
剖
り
た
い
と
思

い
ま

す
。
水
産
業
は
と
く
に
衰
微
し
つ

＼

あ
る
状
況
で
あ
る
の
で
閉
係
擁
閉
と

の
連
絡
を
強
化
し
水
産
資
源
の
増
強
と

資
金
の
導
人

午
に
力
を
尽
し
漁
家
の
q

活
安
定
を
d
り
た
い
と
思
い
瓢
す
。
そ

の
他
林
業
L
つ
い
て
は
林
道
の
開
発
を

計
り
製
西
単
価
の
切
ト
げ
ど
品
鰻
の
回

ー
を
計
つ
て
林
産
資
源
に
よ
る
増
収
を

計
り
た
い
と
σ
じ
ざ
す
。

　
財
産
費
（
三
〇
六
二
干
円
）
五
、
九

　
二
％
　
財
所
提
は
K
き
に
林
杵
整
備

に
什
い
払
ト
げ
を
う
け
た
国
行
林
野
払

下
代
金
升
賦
払
込
合
一
、
九
三
穴
午
円

袴
場
描
内
の
灸
換
電
話
け
置
F
よ
る
電

信
罵
話
公
社
公
債
引
受
費
一
二
∩
千
円

統
計
調
査
費

全
ハ
o
千
D
　
0
・
l

二
％
選
挙
〔
興
（
一
ニ
ニ
l
l
千
円
）
　
0
・
六
二

％公
債
費
、

四
、
五
二
七
千
円
）
八
・

粥年艮当初予算の構成剖合

出

ア備s．　o，／プ％

謙会9z．96％

　
七
五
％

　
諸
支
出
金
（
九
三
五
千
円
）
一
・
八

　
一
〆
7
0
　
徴
税
費
四
一
五
千
円
固
定
資

甫
訂
価
費
T
N
I
I
I
十
円
、
広
報
費
三
五
三

F
円
雪
で
あ
り
ま
す
。

゜

歳
　
入

，
才

　
町
s
s
　
r
l
六
八
三
四
千
円
）
三
二
・

　
五
二
％
昨
有
度
当
初
予
算
に
比
し

五
七

八
千
円
の
増
と
な
つ
て
い
ま
す
e

町
民
税
の
現
年
度
分
は
大
体
昨
年
度
と

同
傾
に
な

つ
て
い
ま
す
が
過
年
度
の
滞

納
の
低
減
に
努
力
す
る
こ
と
に
し
町
民

税
滞
納
を
昨
年
に
比
し
六
四
ピ
十
円
の

増
収
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
一
方
固
定

資
再
税
の
収
入
は
二
五
八
千
円
の
減
収

を
見
込
み
廼
に
自

転
取
税
の
廃
止
を
予

想
し
目
厭
屯
荷
玲
税
を
二
六
六
千
円

の
減
収
を

見
込
み
其
の
他
の
諸
税
も

そ
れぐ
増
収
を
見
込
み
結
果
的
に
は

前
記
の
と
お
り
五
七
八
千
円
の
増
収
を

見
込
む
こ
と
に
な
つ
に
も
の
で
あ
り
ま

す
e
　
地
方
交
付
税

（
［
七
、
I
l
七
o
千
円

　
）
　
l
l
l
l
l
l
・
＝
＝
ハ
％

役場費’

24．33％

鴨
場

‘∫村金り”160／・

厚支出金223％

　　　　　　　tiT穫　弓75％

争菜越全o、i〔〉％

・終品鴛，，

r　　　　　’

産寸壬，梧

99フク

　　　ξ抄
　　　　　「）ノ762

　　　　　　／65μ7

織散1《蕊
　　　　ノ554％　　　／

「
勢
蒜
税
け
罪
鵬
初
蘂
に

比
し
三
八
し
○
千
円
の
増
収
を
見
込
み

ま
し
た
。

　
昨
年
皮
ね
国
の
税
収
入
で
あ
る
所
得

一

税
、
法
人
税
、
酒
税
の
収
人
の
合
司
額

の
百
分
の
二
六
が
地
力
交
付
税
の
総
枠

に
な

つ
て
い
ま
し
た
が
、
I
l
十
三
灯
度

は
白
分
の
二
し
．
五
と
な
り
、
約
二
割

秤
度
の
か
額
が
見
込
ま
れ
ま
7
e

　
地
方
交
付
税
は
本
町
の
よ
う
な
、
財

政
規
模
の
弱
い
町
村
て
、
最
も
寧
要
な

財
源
と
な
つ
て
お
り
、
絵
予
η
に
占
め

る
割
合
も
税
取
人
の
T
二
一
％
に
対
し
I
I

二
［
％
と
」
ま
つ
て
お
り
、
町
財
政
に
入

き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
わ
け
て
あ
り

上
す
。

　
公
営
企
業
及
び
財
産
牧
入
（
五
、
七

三
三
千
円
）
一
一
、
o
八
％

　
こ
の
内
鍛
も
人
き
汀
収
人
は
M
木
ー
妬

却
代
合
で
五
四
cO
千
円
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。
汀
木
売
却
代
は
4
4
業
の
特

別
財
源
と
し
て
拓
、
も
重
繋
で
あ
り
財
産

の
育
成
の
面
か
ら
も
そ
の
植
栽
、
管
理

材
採
と
一
貫
性
の
あ
る
運
用
が
必
要
で

あ
り
c
r
，
b
y
は
勿
論
詐
さ
れ
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
三
十
三
年
度
か
ら
町
有

林
の
今
後
五
ケ
年
間
の
経
営
計
画
を
作

り
長
期
的
な
町
有
林
育
成
を
計
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
分
担
金
及
び
負
担
金
（
一
九
o
干
円

難
畷
詩
ハ
難
へ
議
蝶

㏄轟
木
災
告
復
旧
塁
纏
煙
議
竃
彗

に
幻
す
る
触
助
合
　
四
三
l
、
千
円
’
失
r
ド
円
等
C
あ
り
士
す
。
　
　
　
　
　
　
　

藷
答
莞
補
助
こ
ニ
ー
－
李
円
町
債
二
、
○
○
O
F
巴
二
旦

駕
園
の
冷
累
に
？
す
る
補
助
＝
一
一
＝
％
町
提
柔
災
覆
麗
旦

四
〇
千
円
、
義
務
孜
育
閏
糸
存
備
郁
助
町
負
担
分
一
、
八
六
八
千
円
の
一
部
に

弔
一
五
千
円
氷
議
』
議
同
の
改
古
費
補
奄
当
づ
今
‘
N
め
　
1
、
　
O
O
O
V
，
円
を
借
［

E
．
，
I
O
八
午
円
等
と
κ
つ
て
お
り
ま
す
人
れ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

二
幽

予

算

の

執

行

状

況

　
1
1
］
十
二
ぢ
腹
予
符
の
木
年
三
月
末
H

に
お
け
る
執
行
状
品
ぱ
別
ぷ
第

お
り
で
’
オ
人
予
雰
市
三
、
九
一
八
、

一二
五
六
円
に
対
し
収
人
済
額
は
四
八
、

し
1
1
」
七
、
二
四
〇
円
と
庁
つ
⊂
お
り
五

、

　l

八
一
、
　
1
1
六
円
の
収
人
朱
済
に

な
つ
て
い
レ
弍
す
。
［
方
オ
出
は
「
ゴ
符
万

三
、
九
一
八
、
三
下
六
円
に
対
し
て
支

出
済
は
四
五
、
一
五
四
、
七
五
一
円
で

予
算
残
高
は
八
、
七
六
三
、
六
〇
五
円

　　　　町債の状況に関する調

1．町債の現債額

　　種　　　別　　什数「現rWt

一般湘助事㌧債日

　　　　額　1備　　　考

31B，313，6罰獺占・罐鎚

4

　　　　　［κ整備
13，66i，393－！三／1＼施口儂学ト交々

　　　　　　　も　エ

5・23b929楡中学「猟舎

　　433，000田∫畦宝

1，500，01〕0講齢建築

34，13），972

1日丁　　6’lf’．　＼

」252％

　
　
と

な
リ
オ
人
オ
出
に
お
け
る
現
合
残
高

の
と

ほ
三三
八
三
四
八
九
円
と
な
つ
亘

　
　
お
り
ま
す
o
V
れ
は
三
＋
二
年
馨
㏄
で
、
当
然
国
に
お
い
て
藁
さ
れ
な
け
と
な
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
…

簡助災害復旧事木飲16

穫務敗育施。1と璽鋤頑　4

単独災害霞旧・わ債　1

一般単独事∴債1
　　　　，11　　　　　　35

↓6　　　　　駁出生
　　　　　3、64％

2．将来｜0ケ年間の公債賢推移

辰～週1，。。、。。。3・，い4，，」
500一ノi　Pj

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　I

34
　
3
5
　
3
6
3
7
究
　
刃
　
4
0
　
4
1
　
4
2
　
4
3

入
は
五
〇
〇
万
円
緯
度
支
出
で
五
五
〇

力
川
程
度
の
増
加
が
見
込
豪
れ
結
局
決

算
時
の
現
金
残
高
で
翌
年
に
繰
越
さ
れ

る
額
は
1
1
1
0
0
万
円
程
度
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。

の
閉
鎖
期
限
は
五
月
末
z
に
な
つ
て
い
示
ば
八
ら
な
い
面
も
あ
り
、
政
府
も
地
a
の
で
、
借
人
れ
に
は
唱
業
の
瞥
只
、

ま
す
の
で
残
2
一
ケ
月
間
で
六
’
巳
に
収
方
憂
付
税
で
相
当
額
の
援
助
摺
瞠
を
し
効
果
、
財
政
（
の
影
猟
咋
市
分
検
討
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
て
い
ま
す
が
、
町
憤
を
無
制
限
に
借
入
ー
決
定
し
ピ
い
と
考
え
∴
す
。

圏

町

債

の

状

況
　
　
　
　
｝

　
町
恨
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
’
大
四
ニ
ヒ
午
円
と
な
つ
て
い
ま
す
。
こ
の
1

き
な
財
政
負
担
と
な
つ
て
お
り
三
十
三
借
入
は
大
部
分
が
補
助
川
業
の
地
元
負
一

年
度
の
元
利
金
慣
還
額
だ
け
で
も
四
、

れ
る
こ
と

は
将
来
の
財
政
1
／
担
の
嬰
因

む
　
ず
　
び

tsx／　Lj｝　16！
公が爾ノt・　「J．n
　目i　｛q・k　N　　　／O・O％

　／r，08　fo

　　　　　　ナ担方丈け痴L

　　　　　　　　3336％
b’1・，

毛
ト
L
ひ
p
m
　
g
’
全
埠

　
以
上
昭
和
三
十
三
年
度
予
算
の
状
況

ρ
昭
和
三
十
二
年
度
予
算
の
執
行
状
況

を
中
心
に
財
政
川
情
に
つ
き
砧
朋
致
し

ま
し

た
が
’
い
ろ
’
、
述
へ
ま
し
た
よ

う
に
町
の
財
政
の
状
況
は
t
な
お
前
企

損
の
財
源
と
し
て
借
入
れ
ら
れ
た
も
の
一
多
難
な
実
憎
の
下
に
あ
り
ま
す
。

60，416

365、028

493，000

1，949，
　　　　286

3，727・
　　　　394

288，794

137，688

1，278，
　　　　924

119，250

　　5，834

11，68ワ

　　7，297

299．995

19，012

8，763，
　　　605

　
従
来
、
地
方
交
伺
税
に
大
き
な
望
を

一託し
て
来
た
我
々
地
方
公
共
団
体
の
財

政
状
況
の
実
憧
で
あ
り
☆
し
た
が
、
国

の
方
針
と
し
て
地
力
交
付
税
の
引
上
は

最
早
や
こ

Q
以
上
望
め
ず
、
品
た
、
国

庫
の
助
成
に
も
大
き
π
期
待
を
か
け
ら

れ
な
い
今
日
、
町
財
政
遣
営
の
上
に
大

き
な
転
換
を
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
貯
期

に
な

つ
て
い
る
こ
と

を簡
に
感
ず
る

次
第
で
あ
り
士
す
。

　
こ
の
た
め
町
税
の
徴
取
に
、
さ
ら
k

努
力
し
’
他
の
税
外
収
入
の
獲
得
に
も

力
を
入
れ
、
一
般
財
源
の
増
収
を
計
る

1方
t
行
政
運
営
に
も
充
分
検
討
を
加

一
え
単
な

C
役
所
仕
事
で
は
な
く
町
村
経

営
の
合
幽
的
運
営
に
向
つ
て
脱
皮
し
て

行
き

た
い
も
の
と
強
ぐ
考
え
て
い
ま
す

動く大菊人形展

一管
竺

10月10日～11月23日

鴨池遊園地於
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予算の執行獣況に関する調
　　　　　　昭和33年度3月末現杓二
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入場券

出

一

予
残

一

－　　　予　算　支　出
　　　現　額　済　額

avl
　　　1，506，　　1，446，

　　　　　　607　　　19

貸

斑l　
　
　
　
　 l

費

12，22？．　　　　　　　11，862，

　　　　121　　　093

3，870，　　3，377，

　　　　430　　　439

7，555・　　　　　　　　5，605，
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歳

菖
会
場

予

旦

防
　
　
木

議

　
役
　
僧
　
士
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費

言1

費

3，339，　　3，2｜9，

　　　025　　　775
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済
　
産
　
杏

衛

　
　
　
財
統
調
i違皇　挙　　費　　84，7561　　73，069
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2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
1
0
1
ー
　
ロ
　
ー
3
1
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1
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　　　　6，854
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8
b
s
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　　　903

2，626，
　　　　832

248．760
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　　　　t39
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t＼
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　　　　　548

△
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へ
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　　18・255
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　　　　　356　　　7う計合

入

予
額

対
算

△
’

460・000

△
1，261・

　　　　51フ

A　37，800

入
額

収
済予算現額

歳

習
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｜80，000　142，300

　　方交付税
公営企）9及
び財虞収入

O
n

予
科

　
町
袈

　
　
　
　
＿

2
　
　
　
　
り
A

金

合

役

品

び
　
　
び

担

担
及
　
　
及

分

負

夫

現

4

5

使用料及11・288，IL295，
び手放料　　970　　824

庸
金
　
　
　
缶
　
金
人

県
川

　
附
　
越
収

t・gl　1・5〔 8t，ib50860△

国
支
　
　
文
　
寄
　
繰
　
雑
　
町

6
　
　
　
t
N
　
o
a
　
　
　
Q
s
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1
1
　
1
2
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　1枚10メートルもの12枚
　新調しました

使用料1日1枚につき20円
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佳民の税負担に関する調
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3，’／43，170

3，337，523

16，565，321
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1鴎
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3029≧＼⑰
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　3，879，850

3，249，409
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